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 農林水産統書†速報;昌L;2(水統一生)

昭和也3隼8月12目発表

農林1省鹿児島統計調査事務所

 j顕調に仲びる本県の漁、家経'既

 ・昭和生2年度における本県の1戸当り平均漁、家所得は。各階属(無動力,3ト

 :/未満.3～5トン,5・～IOドニノ,小型定置)とも順調な仲びを示し。「5～

 1Oトン」の1,壬生'5.OOΩ円を最高帽・,最も低い「無動力」が3空1,OOΩ円'

 と一いう結果・をみた。

 一方生活水準を1人当り家言†費でみると.軒並みに増加し、なかでもr3～5

 ト:/」および「5～1oトン」の伸びが顕著であった。

/,漁家所得

 近年の傾向として,部分的には増減がみられて一も,各階層と・もに着実に璃加

 傾向にあり,全2隼霞の緕=案もその傾向をそのまふ反二峡=した。

 (1i無動力

 臓業依存度(漁業所得/漁家所得)の最二低い1芸屑で年々こつ傾向はつよ

 /…鞭で・・と平1・.川㈱る結果をみた・徒?で・当然事芋外
 所得(大部分・が勤労所得)に一頼らぎるを得なくなり.この伸びによって漁家

 所得も伸び,本年は・34ユ,OOO円とたった.。

 (2〕3トン未満

 「無動力」についで漁家.所得の低い階層であって,毎年60%前後の漁業

 依存度を示し(生田隼度は50%に低下)漁業所得の仲が率がそのまふ漁家

 所得の増減に左右してい.る、

 一方事業外所得は・この階属では・横ばいかまたは緩慢な伸びがみられ.る
 衰度である、

 (注〕こπ)階届の空2年度の艦乗数値は,漁業一所碍が前年より5-5%減り,

 このため漁、家所得が壬29,OOO円(前年より33%の滅)と次ってい

 るが一,これ一は全2年度の漁家・選定替えによる結果と考えられ,6戸の継

 続漁家についてみれば。依然として漁業所得で9%、漁家所得で7%と
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 …着姜毫にf中て♪でぺ、る。

 (載3～5トン

 1,372.0∩O円の漁家所得を示し,漁業依存度も萬く93%となってい

 る。従って漁藁所得の伸びがそのま二漁家所得の伸びとたって反映し、近年

 の傾向からしても各階層を通じて最も経営的に安定した階層といえる。

 (句5～lOト;/

 本年は92%の漁業依存度を示し.た。この階層は。一他の階層肥比べ。最高

 の漁業収入をあげても、なお収支のパラソスを取.りにくふ,漁業所得率(漁

 業所得/漁業収入)が伸びなかったという一面はあっても,それなりの漁業

 所得の伸びによって漁家所得も増加し、I,全45,000円を記録した・。

(5)小型定置

 '25%の激業依存度で,漁業所得もそれた・りに伸びてはいるが「無動力」

 同様,勤労所得を軸とする事業外法得の大幅た伸びにより,漁家所得も増え

 6ユ生,O∩o円一とたっている。

2.家計費

 (1)工人当り家計費でみられる生活水準は,年毎に上ってきている。

 可処分所得(漁一致所得一租税公課諸負担)に対する家計費の支出書亜合(平

 均消費性向)は.「無効力」で90%合,「弓ト;/未満」80%台.(42

 年度はとくに95%を示した).rB～5トン」7.O%台が近年の平均優向.

 であるが.「5～1Oトン」セは一42年産に吐6%を示したのみで,他の年

 次は「小型定置」と共に家計費が可処分所得を上回り,所得'に見合わない家

 計消費という結果に放っている。

 (劫エ:/ゲル係数(飲食・費/家計費)は.「無動力」50%台,「3÷ソ未満」

 年O%台,r3r5トン」,「5～ユOトン」および「小型定置」が3C%

 台とたって1い'て、r無動力」.。「3～5トン」および「5～1・Oトン」には

 減少額向がみられるが。「3ト;/未満」では横ばい.「小型定置」は逆に増

 カロしてくると・いう結果がみら牟た。

 3。難業生産

2.



工)漁業所得

 42年度は「・5㍗1.Ωト;/」の1・330・OOn円を最高に・r3～5トン」
 1,276,∩Ωn円,「3トン:未満」216.OΩO円.r'j・型定置」154・nΩΩ

 円と続き,「無効力」の21ΩΩΩ円が最低とたっている。年次別には「無動

 力」を除く各階層では,すべて増.カロ傾向にあり.r無動力」のみは減少傾向を
 下している。

 これは,特殊年次を除いて,「無動力」では,漁業収入の大祐た減少κ比べ

 漁業文出の減り方が少ないためである。一方「無動力」以外.の各階層では、漁

 業収入の増加に比較して・漁業支出g増え方が緩一慢である一か・横ばい状態を示
 していることに原因している・

 なかでも「小型定量」は.漁業収入Iでは?7出,OOΩ円を記録しながら,漁

 業文出のうち.漁網による減価償却が多額を占めるため.漁業所得では僅かに

 I5全。00Ω一円どまりと汰一っている点が目立?ている。
(2)際獲数量

 特殊年次を除くと.「無動力」は減少鎮向を続け,「3トン未満」「3～5

 トン」および「5～10トン」では増加している。しかしr小型定置」は幾分

 減少気味ではあるが、隼毎の変動がひどい。

 漁獲物1初当りの平均価格は「無動力」「3トン未満」および「小型定置」

 は上昇気味であ・るが,「3～5ト1」「5～1Oトン」では変動がはげしい。

(司海上労働時間

 「無動力」「3トン未満」「3～5トン」および「小型定置」は減少を示し

 ているが、r5～1Ωトン」は増加傾向を示している。

 無利用者のために

 1、金2隼度におけるこの調査は,昭和壬呂年1月1目から同年12月31日

 までの1年間に・畔って集計戸数・・即海醐業漁家につき所定の肩書F帳・
 による記帳陀基づいて,仕訳,集計を行ないとりまとめたものである。

 .標本戸数の規模については二最小限度海区毎(本県は東支那海区に属する)

 の内容が反映出来るよ.うな立場から5階層に区分して,県別に配分してある

 が.階層別には標本数がきわめて少一ないので事例的傾向値として利用された



 、'o

 3'、壬2年度には」,二部標本選定替えを実施してあるので。部分的には敵年値と

 の比較た困難があり・ごの結果は・あく亭で過去4ケ年間の傾向を示したもの
 である。

 水産統蕎十課漁業経済係膿u(2〕58壬1～2

 業調査鉛〃・さつ愈.ん〃の概要

郡業都

 当場舳て舳懸案であった漁業試験船"照警丸"。(†製98・川ソ・
 ・工1二∵㌘1練工1練よ1簑練1機1こ桑
 査船徹1介しll・/
 先ず・新調査船の藍本設計百。ついては次の基本橋雛塞叩計を依頼した・

 二11111索オll㍗㌣三三111
 。ハ練練㌶1線1㍗1とし飾る
 二、各種機関等は集中遠隔方式とし航海計器等を充実する事。'

 ホ,本調査船は多目的型であるので船上ら作業甲板を1ケ晴に集中する長船首

 一4一.、



 楼型を採用し多目的蟄ゼ生ずる甲板偉業の不便を解消し。又操船上の不便を

 ハウスラスターで緩和する事。

 へ.調査鉛は一般にトップヘビーとなりがちであるので重心降下に務め.その

 為には船速は犠牲としても良い。

 ト,船体は上記条件を適し得る最少の屯数とし,約10Ω～llΩ屯程度を目

 標とする。

 基本設計は水産庁漁船研究室の助言を得々株式会社東京設計研究所かご・れに
 従事した。

 調査船の主要目…窄要目表に掲載する.のでその詳細は省略するが・重心試鷺の主
 た籔・ものを言己すと次表のようだ結果であった。たお,次一表鞍海洋調査と底曳網漁

 業の場合について記す(その他各種激業あ場合の計算も行なわれたが省略する)。

 叉。本調査船の如き1ΩO屯程度の船舶では始めてと思われる運輸省船舶局復原

 性規則乙規準による計算を自本中小型造船工業会のコンビューニタ_によって行法

 い,風速26m/socまで'の曲線を満足した。

 次に今後の調査船の運営については種々の構想があるが.昭和壬3年度の一運航
 計画は次の通りである、

1)海底調査

 年次言下面にょ1近海の海底苧態を群し・点薬用帯広図として発行する。
2)漁場開発調査

 漁業用準塵図の裏付調査で海底図により.明らかに壮った海域について,漁
 場としての価償,魚群の分布,かい海状況を調査する。.・

3)魚群調査

 近海を1定期的に魚群探索し,・魚群状況を漁船に通報する、

4)漁海況予報毒薬.海洋観測
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 漁業調査船〃さつなん〃主要目

起一工昭和43年3月8日

進水軍諏43年6月12甲
竣工昭和些3年8月再日

 勤名さ?たん;.主要寸法長さ(漁船法)2段Ωom
 船姻番号1035?1(嚢線間)2氏7∩m

 信号符号JM工O.巾(型)a6り刎

 資格第8種漁船琴一さ(型)邑70m

 用途漁業および海洋調査船1諸艦容積魚鱈玖08材

 船質船型鋼製,長船首楼型活魚艦一し80栃

 船鰭法鹿児島市燃料滴鎗壬生2Ω柑

 総毛数口6-5.?竜潤滑油鎗馬・6柑
 速力(試運転最大)工1-ioノット積水鏡1吐77材

 (航海)10.ooノット1乗'組員2品名

 主機関ニイガタ6M巫G16S形

520馬力

設備機器主要目

 甲板岬・航海計器・調査竿器(新潟鉄工所)
 揚鐘機1.5tX10m・

 主機遠隔操縦管制装置機関回転制御.クラツ4報醗,一0PP関係制御

 警報装置,ジャイロ、舵取機(光進電気〕

 操舵機および管希嬢置SP-31BIG-CPによる自動お上び遠隔操娃(東京計器)

 油圧遠隔操縦管制装置トロニルウイニ・チ.ハウスラスタ(山崎重工)

舵角指示器電気式(東京計器)

 ジャイ口コ:1パス田S-l1形レピータ壬個(〃)

 原基占ンパスSM_611(")

 レーダ湖A-1手810時(日本無線)

 ローフンェ■T-I形(古野電気)

一6一一



魚暴探知機(垂直用)
 〃(髄斜用)

ネットiノコーダ・

無線方位測定機

自記海水温度計

風向風速計

航速計

バゥスラスタ

旋回窓

魚鎗用達臨電気温度計

油圧測深機

電磁海流計

 CK形潮流計

バチサーモグラプ

 フアクシミ1〕

])Oメータ

 PH言干

 。光電光度計

手動測深機

顧倒採水器

顧倒水温計一

 漁携装置、

底曳網漁携機器

 流し縄.刺網漁{勢機.器

 かつお釣漁携機器

 さば釣漁携機器

冷凍設備

機関電気機

主機械

 D-4形

 D-33形

 亙NR-3形

 王(S-5・OΩR琵多

 MK一目1形

 へ一ン式

 。一記形動圧式

 ]=マN王ζ一500詞多

250榊

 MG・一4形

丁字一1形

 OK-3一形

 亙A-1吐

 D-5形

 101一Ω∩Ω1形

 3Ωo腕

1式

1式

(海上電機)

(〃)

(古野電気)

(光電)

(村山電機)

`光進電気)

(北辰鴛機).

(かもめ)

(センター1ノス)

(村山電機)

(鶴見精一機)

 ・(理研)

(唐本海洋電器)

(鶴見積椴)

一(古野電機)

 (家芝ベックマ=/)

 (1ヨ立)

(〃)

(鶴見精機)

(〃)

(〃)

 ドローレウインチ4tX6Ωm..(新潟鉄工所)
 パワーブロック13BHYD形(マルコ)

 撒水装置30〃之/1min(新潟鉄工所)

酸素供給装置(.古橋製作)

 集魚灯1ΩKW(船江電気)

 R-12約3RT(圓)・一.(貝新興業)

器

 週給機付高速デイ_セル機関2基1輸古式6MMG・16S形'

r7ご



減速機

粋漉機
同上原動機

配壷盤

空気圧縮機

 油圧ポ=/プ

〃

 ポソフI類

無線装蟹

送信一機

受信機

 2?MC送受信機

 27減C送受信機一

船内指令襲置一

 救命設備その.他

救命筏=

津暖房難
機関室換気装置

端鍵

 520PS可変ピッチプロペラ付

 MMG亘Cr50n形減速化3.259

 2量5Vx4ΩkVAx2台(1台は主機駆動)

 3DVB-2S形55PSx1合

 デッドフロント形Bφ30kVA.

 亙s-64形一

 遍87・・形.約1b・PS
粋

 主機駆動(ドロー'レウインチ、ハウスラスタ用)

 G王{4-3]形一10PS

 (パワーフ'ロック,ウインドラス,鋼'他)

 一滴防兼雑用30材/腕5・5kW

 ビルジ30材/物3一?kW

 サニタll.・・1/舳.・・W、、
 コニ/デソサ用5,ガ/mO.75kW

 LO.FO絹6材/〃;3.75kW

 ロット田ソグフイルタ用54/m0.2kW

 'NSD一ユ1暑5A1125W

A2230W

 JAA-309A形50W

 SSB方式

 NRD_1巫I8球

 女ブルトリプルスーパ

 JA、生一28形SSB方式

 NTD-5020形DSS方式.
NMV-106530W

 膨脹式易5名乗り他
 R-123.7kWパッケージ形

 約五25材/mi刀i二5kW2台r
 FBP製長さ壬.5m

-8..一.一

(新潟鉄工所)

 (プ〕

(神鋼電機)

(三菱)

(寺崎電機)

 (松原鉄工・所)

(川崎重工)

(内田油圧工業)

(日本無線)

(〃)

(
(
(
(

〃

〃

 〃・。

〃

)
)
.
)
)

(三菱)
(目新興業)
 (久保田工業〕

(小林特殊造船)





復原性能表

           干'B'Px妻鑓芸1米(26・O'O)lNORMALTR工Ml.0025.70x6.OOx2.70

           頂＼呉態底びき縄漁業海洋調査           *軽荷出港激場発帰港_*軽荷出港漁場発一帰港

           義水量屯171.752屯議8・22工.64206.52171.82236.25209-1119B,99

           楠苧I吃一水米1.912ム7色.3呂也2.1ち1.912.壬I32.242.15
           .前・部一米1.2o1.801.4中1.201.85τ.691.斗5

           吃水後・部一米2.703.lO2.90呂,96a?92.992.782.83
           平..均一米1.952.452.322.易。1.阜賃2.全22,2吐2.1金

           トリム.米1,501.301.工一亨1.52I.5o1.1全1.Ω91.58

           毎輝耕永屯数屯1.27・1.全5}.曲21.壬81.2?1.生6工371.34
           トリム」力率竜一例1.90ヨ,202-63.2.961.902.882.壬。呂.22
           K亘米o=971.381.2全I-HO.97I.29ユ.181.19

           BM米2.0!1.全9}.621.85・・1L…一円■■
           K叫米2.98芝872.862.96家982-872.862.87

           KG・米2.全32.282.262,272.免32.262.272.27

           GM米O.53O.59O.60o.690-5引0.6ユ(江9O.6C

           qG米O.65Oo.uo.2全「α65.・αO1O.20O.30
           ⑳G米1.壬毛1.I5O.9ち〕.351.全5ぴ95O.801.ユ2

           ⑳通米aooO.80O.75.&052.000.78〇一7GO.68

           ⑳F米2・呂O14榊2.20ユ.601.080.96
           慧汁o.96o,4(10.55O,7ユO,96α壬9O,67α77           O,壬0O.37O.39O.42O.亜0n・42O。召・7

           47生850廿姜           5鉄ヒ5出ト55以烹1匁           収鰹畿紅慶・・1原汐雫亙㌣寸0356下           O-098O.1OOo.H・5O.088o,102O.C98O.ユOO

           0・坐。舳O.356(}。I820・2金8O.呂85
 乾鉾岳2.?00斗O.170+O.O06+O.03卜dm日2.91㍉m

 ・印状.馨は11ム11㌔・のハイドロカープ使用
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定置観測(8月分)

養殖部

 ○位置水試前水面

 ○旬平均水温,比重(満潮時。表面〕

         水一温℃ふ1此I重・一δ、。
         ＼何＼本年敵匂差前年同睡一平年差1本年前句差誠年同期差平年差
         上27.会。十Q一弘6一1,04一〇一69122州十0.28一1.21一〇.82

         中27.63十〇、一23一2.31I-0711一1男2・49十・α23一ユ.29一〇.81一
         下28.05十〇・金2一1.O-5十〇一1全一〇.?9一〇.21         月平均2?、67十&ポg一一LI3_Ω生呈11l11汽1一ユ.ゴα;÷σ.6.3

 8月の水温・比重

水温

比重



 8月の漁宇」=況

漁業部

 旋網の.総水癌量は7月より増加し2,228束であるが・・こせば昨年の約70%・
 一昨年とは同程度である。昨年と比較して減少しているのは大・申璽船の漁獲一量

 で約L…鮎減少して平グー統当り平均漁縛壬辛・・7・毛で昨年㍗6・7屯よ
 り約2毛も減少している。魚種別.ではサつの減少が目立つ一方酒薩沿俸域の小型
 船の水揚奉は昨年より逆に150屯位増加してい'る・一統当り平均漁獲量もト8

 毛と昨年のL・毛より僅かに増加し.てい㍉ポオー本釣は斌船・小字船とも
 昨年より水揚量は減少して、・るが一隻当p漁獲デに大型船が25毛と昨年の22
 砲より僅かに上廻っている。一方小型船はさ.5屯そ昨年の?.5毛よりエ屯程度減

 少している。棒受網は小型旋網同様昨隼を上翅り一統平均も僅かではあるが増加

 している。

1薬種             漁港唖.3年サバ■ムロアジ　ウルメイワシ　カタクチイワシ　その他            薬種アジ            一

            隻屯

            大。ム{舳1Ω7336.11.413
            阿久根中202666.9

            小33761.氏?1∩861全6王Lr.山.ザ.1肌61・57.81.5752329.726.73134む氏9
            旋網小計1生45.O838.71全。£2.92・ω.3655.7G5.1一'■凹'.1850.6``60色.9■I'            枕崎25276.7114.6工σ8.?ユ6,255

            串木野74自!3壬.工1.99.71周5.5立、、32.Oユ8.659519、壬
            内之溝小B7一一72.8全74一〕0.壬レ1.96317?
            計2228.670n.壬金2.5.生I」12.3269.〕687.7lo.壬.13ユ5ユ

            へ円網山川3'1.2n.呂0.9114?

            枕崎曲986.4全7.335.2o.2o.13.15全・司
            捧受鯛阿久根25ヨ159.7叫脳o.4・佃73510219            午'7

            大265?9.5
            枕崎小?6515.11n478壬.6

            カツオー本釣大1壬割4a915全1缶I
            山川小69空18お115=86舳
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漁場.観.測遼掬(8月分)

養殖部

       房・熟別＼藩内水成川福山       最筒最低最局'最低最.簡最低

       上一}28.1?27.3131,02.署5.6・3

       中27・422邸128,昌627.6130.6526.04一

       下27.99み◎一項£28.Q7.2?.5330.2025.92

       月平均27.?71.1づ628.19豊7.壬830一.6225-8-5

       前月差斗2.01革R0十§.?.3十昂.65斗3.壬1一十2.65
       箭年差一〇.28.〕.09_o.oポ斗。.29一〇.15腕2,oI含

 ・構内用永温は・最高坤の一平均が・川・・.最低水温の平均が・叶、
 ℃。月間の最高氷温は下旬の2p.O℃,最低水温は一中'句の勇5・5℃とならセい

 るが、上旬は水温計破損のため欠測になっているので詳細はわからない。また

 罰月よりも2℃高くたっている上昇頓慶は比較的緩一優とたった。昨年同期に比

 較すると最高水温てや工高め・蝉水温セわずかに.低均と.午.っているパ
 ○水成川の水温は・最高水潟の平均が28・19p・最低水温Iの平やが27・48
 ℃』月間の最高水温は中旬から下旬にかけての竃3.5℃で,最低水艦は上旬の

 26・2℃てあつナ㌦前月よりも3・7℃芦く・.上昇頼度は地区より各大である。

 昨年同期よりも最高水温でわずかに低く.・最低水叩わずか紀高卵示してい
 る。.I≡.

 ○福山セは。最高水掻の平均が30-6£一℃j最低水温の平均が…暑.5.92℃。眉
 間の競高水温は上句の31.5℃,最低水温も同じ上.旬に25.O一℃=室示・し丸.、歳

 月よ1も最高で・・1…最低では・…と千山に辛昇し・てい戸・
 ○外海に肌た浦内・水成川では易ト・・p蝉に㍗紫郎㍗るが・=褐一山
 では最酸低水温の較差が大き/内湾的特性を示し㌣い㍉緋福山では・月二間・
 の繍低水温苧ともに上句に現われており・・内咋㍗い本敏化を示.し一
 てい.る・1・…I.・1一

 ・苧晴海洋気象台・月・上旬発奉の師本海況1季郎幸・私六郎平粋比べ声
 と大陸棚上ではや.ム高め,黒潮域では大体不骸み/批九州酵域で.はやふ 一一1ヨ

 ーコ3}1一。、こソー1.,.



 低めと松っている。今旬の水温は年聞最高と考えられ.従って今後の海面水温

 は徐々に下降してゆく見込みであると報じている^

業務概況

睡
 08月I30目～9月7目

 09月1目～9月3-O目

 0:1:1;㍗目1

 カツオ餌料対策調査一

.沿岸海底調査(竹島.硫黄近海)

 ぐセウ漁場開発調査

庭造司
0明髄脱色試験

 現地試験の結果遇酸化水素15借液3分,20借液5分を限度とする1次煮

 熟後の浸漬処理に}り有効性を壷義=し一た。
O
O
O
O
O
O

 かつお節電熱…月俸成指導(共同試験)

 ヌクレオチド定量予備試験

 事業報告書作成業務(月間).I・

 全国かつお節生産者開発会議出席(・指宿古一一)

 ヌク1ノオでド迅速定量法講習会出席(松山市)
当月技術相談来訪者20名

一14.



 陸二璽二割'一・'・一II・一=・'一ド
 ○ノリ関係

 ホ糸状体培養(月間)

 ホ室内培養実験I準備(9月工9日～月間)

 *南酒海区ブbック藻類研究会(9月4～5目)於:山口県

 *ノリ養殖計画指導 部
9月119日谷山

9月25,26目垂水=市

 .Oクルマエビ放流遺跡調査(志布志町)

 9月10㍗1ゴ目,第5回目遣跡調査ではポンプ網による追跡採捕が困難に

 だ.り。放流群は生長に伴って禅へ移動,してい苧李のと考えられる・

 ○アワビ,トコブツ餌料種別飼育試験(月間)

 前月に引続き太崎鼻にお.いて餌料種別(ハバノリ.アオサ,コ1/ブ等)に垂

 下飼育試験中。

 ○真珠漁場観測

 毎週1自龍ケ水.地先昨お一い.て引続き継続観測。.
 ○アコヤガイ採苗調査

 。前月に引続き伊麿,浦内;片浦一括におい七委託調査、

 ○率リドラ.フジツボ幼生計数

 毎週1回採集したプラ!クトニ/資料からポリド.ラ,フ・ジヅボの浮遊幼生を計

 数。

 ○フジツボ調査

 9月10目(茜桜島),バールコート,.ヘロンA一の。塗料に・よる附着状況を毎・.

 月ユ回比較調査n

 ○ムラサキイガイ調査(継続キ)

 2.週間隔(9月6胃…日)子犬崎鼻地先の真蝶筏叩穣したもの'縦年
 貝,2隼貝を採取し,生長度、月日.満慶を調査吉∴

[1重二蚕二副
 ○クルマエビ餌料試験

 一I5“.



 第2回試験を8月12日から実施。

 養成試験,環境調査・,餌料分析等。

 .ρ定率養魚揚調査
 8月3.O目,9月12～1韮日

 ハマチ養魚場の水質,底質,及び綱窟調査。

 ○水質調査
糠

8月26目川内川(指定水域)

9月17日大口養魚場

 ○淡水産スジエビ養殖試験.

 釣餌用としての目的で試験を開始。

 9月3～全目池田湖において採取。

一16一


